
今後は国の名勝として注目されることを推測
未だ研究されていない公園内の古建築物の価値から考察した
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哲学館大学移転計画は中止
公園としての哲学堂へ

4．建築学的視点から考察した絶対城の価値

1．研究の背景と目的
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造園計画考察
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哲学堂公園が国の名勝に至るまでの歴史
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無尽蔵にあった孔子像

真善美が彫られた透かし板

観念脚と呼ばれる2階の閲覧室

絶対城の構成を示す内観パース

まとめ 哲学堂公園は，物→心→絶対の順路で哲学を可視化させて社会教育を行い，それらを構成するうちの哲学堂公園内の建築物は，社寺建築で見られる東洋的な意匠が表現され，井上円了の仏教精神を意識した建築計画がなされている．

世界旅行や全国巡講で収集した各地の品々展示
日記などの記録書類が多数

研究活動や講演活動のため2階に書斎を設置

蔵の耐火性を模して亜鉛メッキ鋼板を外壁に使用
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四聖と呼んだ哲学者を祀る

哲学館大学の移転計画の記念物として建設
しかし移転はされず公園計画へ変更

3．哲学を用いて社会教育を行う哲学堂公園の順路と東洋的な建築意匠
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まとめ 井上円了は，お寺で教育熱心な両親に育てられたため，学生時代に勤勉で身につけた哲学を生かして，生涯をかけて誰もが教育を受けられる活動に尽力した経験より，社会貢献のための護国愛理を人生哲学としている．

まとめ 絶対城は図書館として，利用者と貴重な蔵書や聖哲碑及び記念品を守るための耐火性と構造性，利用者における快適さを維持するための調湿性・採光性と空間的な意匠性を持つ機能が考えられており，
護国愛理をめざすための最適な教育環境を守ろうとした井上円了の思いが建築学的視点から推察される．また，耐火性を意識した背景には，戊辰戦争の経験と哲学館の火災により図書館が燃えた経験を教訓にしたと推察される．

木材の配置から考察した機能性と意匠性2建築材料と意匠から考察した耐火性と快適性1 井上円了の生き様を示す絶対城の価値3
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